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　皆様方には、お健やかに新春をお迎えのこととお慶び申し
上げます。
　日頃は、中央地域づくり協議会活動にご理解とご協力賜り
まして、誠に感謝申し上げます。
　昨年5月の役員改選で「会長」という大役をおおせつかりま
した。
　これからの、中央地域づくりを考えた時、身の引き締まる
思いと責任の重大さを感じております。
　当協議会が施設管理を行い、秋田市役所新庁舎内にオープ
ンした「センタース」も3年目を迎えることとなります。
　利用者やサークル協議会のご協力の下、順調に運営できて
おります事に感謝申し上げます。
　さて、当協議会は平成27年8月に地域の住民、団体はもと
より、そこに集う人々が広く参加して新たなネットワークを
つくり、中央地域のまちづくりを共に考え、先人たちが育ん
できた地域の歴史・伝統を背景に、新たな市民文化を育み、
次の時代に引き継ぐ誇れるまちづくりをめざし設立いたしま
した。
　皆様に知恵を頂きながら、中央地域づくりの事を考えて行
きたいと思っております。
　新年が皆様にとって幸多き年でありますようご祈念申し上
げます。

　開設2度目の新年を迎えるセンタースは、連日、登録サークルの皆さん、
会議等へ出席される方、小さなお子さん連れのお母さんなど、中央地域
のみならず多くの方々に利用され、着実に地域に根ざしてきております。
　中央地域づくり協議会の皆さんは、指定管理者として初めての経験に
戸惑うことが多かったと思いますが、ここに至るまでのご労苦とご尽力
に、改めて感謝と敬意を表します。
　さて、今年は戌年であります。犬に関する諺は沢山ありますが、中でも
私が好きなのは、「犬馬難　鬼魅易」（けんばむつかし　きみやすし）とい
うものです。これは画を描くとき、犬や馬のように身近な実在の物は描
きやすいように思えるが本当は難しく、反対に鬼や怪物は人が見たこと
もないので難しいように見えて、実は簡単に描けるというものです。
　つまり、犬や馬は誰でも知っているので、批評が多く仕事がしづらく、
どんなに上手に描けても平凡にしか見られない、と言うことでしょう。
　本市では現在、住民自治の理念のもとに市民の参加と協働によるまち
づくりを実践するための基本方針となる「市民協働指針」を、今月末の完
成を目途に策定作業を進めております。
　今年は7地域それぞれの地域づくり組織が主体となり、市民サービス
センターと連携しながら地域のまちづくり計画を策定し、地域の魅力や
地域資源を活かした特色あるまちづくりに取り組む年にしたいと考えて
おります。
　まさに、犬馬難しの境地ですが、本市の市民協働と都市内地域分権の
一層の推進に努め、地域の皆さんとともに歩んでまいりますので、どうぞ
よろしくお願いいたします。

あいさつ
� 中央地域づくり協議会　
� 会長　宇佐見 昭一

犬馬難　鬼魅易
� 中央市民サービスセンター　所長　
協働･分権統括監　畠山 　隆
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中央地域づくり協議会とは

センタース
2018年カレンダー

平成29年の主な概要

中央地域づくり協議会　理事・監事

センタースの意味は……

　中央地域づくり協議会は、秋田市中央地域における住民自治
の担い手となり、住民相互の交流を図りつつ、地域の諸課題の
解決に取り組み、住みよい地域づくりを推進することを目的とし
て平成27年8月28日に設立された市民活動団体です。
　中央地域の住民、団体はもとより、そこに集う人々が平等に
広く参加して新たなネットワークづくりと交流を深め、秋田市の
発展に結びつく様に中央地域のまちづくりをともに考え、ともに
取り組んでいく協議会として中央市民サービスセンター（セン
タース）の貸出施設の管理運営を行っております。

　センタース2018年カレンダーを
無料で差し上げております。
　数に限りがございますので、ご
希望の方はセンタース窓口におい
で下さい。
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開催月日 内　　　容 備　　　考
  1月25日 センタースだより創刊号発行
  2月22日 役員会

  3月13日 平成28年度第3回理事会 平成29年度事業計画案、予算
案、理事選任等

  4月29日 臨時役員会
  5月15日 会計監査
  5月22日 役員会

  5月30日 平成29年度第1回理事会 平成28年度事業報告、決算報
告、役員選任等

  6月19日 第1回協議会事務局長会議

  7月11日 秋田市立泉中学校生徒職場訪問
学習

  7月12日 地域づくり組織代表者連絡会 会長、副会長、事務局長出席
  8月18日 センタースまつり第1回実行委員会

役　　職 氏　　名 地　　区 所属団体
会　　長 宇佐見昭一 保戸野 保戸野地区町内会連合会理事
副　会　長 佐々木政昭 旭　南 旭南地区町内会連合会会長
副　会　長 原田　健司 泉 泉学区町内会連合会会長
常任理事 岩谷　政良 八　橋 八橋地区町内会連合会会長
常任理事 木山　二郎 中　通 中通中央地区町内会連合会会長
常任理事 平川　秀悦 利用者 中央市民サービスセンターサークル協議会会長
理　　事 池田　　實 中　通 中通地区民生児童委員協議会会長
理　　事 佐藤　秀一 築　山 築山学区町内会長連絡協議会副会長
理　　事 佐々木洋吉 築　山 築山地区民生児童委員協議会会長
理　　事 伊藤　隆彦 保戸野 保戸野地区体育協会会長
理　　事 藤田　　勝 旭　北 旭北地区町内会連合会会長
理　　事 須磨　満彦 旭　北 旭北地区町内会連合会理事
理　　事 淀川　　登 旭　南 旭南地区町内会連合会副会長
理　　事 三浦五祚夫 川　尻 川尻地区町内会連合会副会長
理　　事 碇屋　隆志 川　尻 川尻地区社会福祉協議会会長

　秋田市の中心を意味する「センター」と、私たちを意味する「us
（アス）」を組み合わせたもので、市民一人ひとりが気軽に利
用でき、明るく、温もりのある場所になってほしいという願い
が込められております。
（作成：菅　きらり さん　当時秋田市立泉中学校3年）

役　　職 氏　　名 地　　区 所属団体
理　　事 斉藤　　誠 茨　島 茨島卸町地区町内会連合会会長
理　　事 細谷　敏夫 茨　島 茨島卸町地区社会福祉協議会会長
理　　事 加藤　廣征 泉 泉地区社会福祉協議会会長
理　　事 熊谷　栄助 八　橋 八橋地区社会福祉協議会会長
理　　事 杉田　豊明 寺内小 寺内小学区町内会連合会会長
理　　事 菊地　峯生 寺内小 寺内小学区社会福祉協議会会長
理　　事 保坂　　稔 利用者 中央市民サービスセンターサークル協議会副会長
理　　事 作左部恵美子 利用者 中央市民サービスセンターサークル協議会副会長
理　　事 高橋　静子 利用者 中央市民サービスセンターサークル協議会副会長
理　　事 加藤長二郎 地区団体 秋田市生涯学習奨励員協議会会長
理　　事 川口　雅丈 地区団体 中央地域体協連絡協議会会長
理　　事 廣嶋　禮治 地区団体 中央地域子育て支援ネットワーク連絡会会長
監　　事 小野地英紀 中　通
監　　事 石田　達郎 川　尻

開催月日 内　　　容 備　　　考
  9月11日 平成29年度第2回理事会 地域のまちづくりについて
  9月21日 センタースまつり第2回実行委員会
10月14・15日 第2回センタースまつり

10月18日 福島市自治振興協議会視察研修
交流会

市側のほか会長、副会長、事
務局長出席

10月21日 市民協働ミーティング
つむぎすと発表会

当協議会職員より2名の「つむ
ぎすと」誕生

11月  1日 藤田勝理事　秋田市文化章受賞
11月  5日 秋田赤十字病院市民公開講座 共催事業「みんなのがん教室」
11月27日 センタースまつり第3回実行委員会
12月  4日 秋田の懐かしい写真で語る会 自主事業　　ワークショップ
12月  4 ～ 9日 昭和の秋田　写真展 自主事業
12月13日 第2回協議会事務局長会議



地域だより 泉学区町内会連合会

泉学区の特色あるまちづくり
　水田地帯に造成された新興住宅地において泉学区町内会連合会が誕生したのは昭和54年。平成21年に30
周年を迎えるため、前年の20年に記念事業を策定した。30周年を祝う事業ばかりでなく、秋田市が推進して
いる「市民協働・都市内地域分権」に対応した「住民自ら考え行動するまちづくり」といった観点からの事業
に焦点をあてた。そのために連合会の中に「住民主体のまちづくり研究塾」を設立した。自由な発想と活動が
できることと行政機関などから助成金を得られるからである。
　最初に取り組んだのは21年10月制定した「泉のまちづくり宣言」である。道標は◆健やかで、安らかに暮
らせるまちづくり◆笑顔と強い絆で、支え合うまちづくり◆創造に満ち、自ら考え行動するまちづくりである。
　また、21年9月には秋田県から補助金を得て「住民主体のまちづくりシンポジウム in 泉」を開催した。プ
ログラムは◆講演が「市民協働・都市内地域分権と町内会の役割」◆パネルディスカッションが「住民主体の
まちづくりを考える」で、住民ら約160人が参加し耳を傾けた。
　22年度は秋田県の補助金を活用し、「住民主体のまちづくりワークショップ in 泉」を4回開催し、「いずみ
円卓会議」の設置やIT活用（ホームページの作成）による情報ネットワーク化など21事業が提案された。
　この「いずみ円卓会議」の目的は各団体が情報や意見を交換し、連携・協力によって「泉のまちづくり宣言」
に寄与する活動を展開するもので、23年9月、ホームページ（いずみ円卓会議）の立ち上げと合わせて設立した。
以降、各団体の年間行事が調整され、「泉の行事ごよみ」が発行されるなど各イベントが円滑に行われている。
また、ホームページでは、各団体の活動が遂次掲載され、「泉学区町内会活動の手引き」などの資料がPDF
形式で掲載され、出力ができるなど秋田市内では泉学区だけの特色あるまちづくりであると思っています。

　9月11日、中央地域づくり協議会の今年度第2回の理事会が開催されました。
　中央地域づくり協議会の事業の目的の一つである「地域課題の解決」や、「地
域の個性を活かした魅力ある地域づくり」について活発な意見が出されました。
　今後は、市民サービスセンター、地域の住民、構成団体等とのワークショッ
プの開催などにより、地域のまちづくりの担い手として推進していきます。

泉中学生　職場体験でセンタースへ
　7月11日（火）、秋田市立泉中学校の二年生4名（男子3名　女子1名）がセンタースへ職
場体験学習にやって来ました。
　これは、泉中学校の二年生が「ふるさと秋田で働く人々から学ぶ」のテーマのもと、総合
的な学習の一環として身近な秋田市内の職場を訪問し，インタビューや体験活動を通して働く
ことの意義を知り、将来の生き方について考える学習として行っているものです。
　中央地域づくり協議会の職員へは「地域のための活動で一番心がけていること」、「この職業
の苦労、やりがい」、「地域福祉計画推進」などの質疑応答もあったほか、新庁舎内を案内し、実際
に庁舎で働く職員の姿を肌で感じたり、センタースの陶芸工作室での面づくりに取り組んでいる
サークルのみなさんとのふれ合いも出来、有意義な一日を過ごしたのではなかったでしょうか。

泉学区町内会
連合会会長
原田 健司

（中央地域づくり
協議会副会長）

まちづくり 第2回理事会

　11月5日（日）、中央地域づくり協議会の共催事業として秋田赤十字病院市民
公開講座「みんなのがん教室」が開催されました。
　がんに対する正しい知識を市民に学んでもうらおうとして企画された講演会
で、市民ら約50人が参加し、早期発見に向けた最新のがん検診について学び
ました。秋田赤十字病院の3人の医師が「前立腺がん検診の上手な受け方」、「み
んなで学ぼう　乳がんのこと」、「がんの早期発見と予防のために～検診の選び
方」と題しての講演で早めのがん検診を呼びかけました。

秋田赤十字病院市民公開講座

最新のがん検診紹介 ～協議会共催事業～



サークル紹介
中央市民サービスセンターサークル協議会
会長　平川 秀悦
　皆様方には、お健やかに新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。昨年5月のサークル協議会役員改選で「会長」
という大役をおおせつかりました。これからの、生涯学習のあり方を考えた時、身の引き締まる思いと責任の重大さ
を感じております。
　センタースの中央地域づくり協議会が、まちづくりと施設管理を目的に発足し、3年目を向えることとなります。一
般市民の利用者の方やサークル協議会会員の協力の下、順調に運営できております事に感謝申し上げます。
　これからも、サークル活動を通じ、センタース利用者の交流と親睦を深めるとともに、地域における生涯学習の振
興に寄与して参りたいと思います。
　新年が皆様にとって幸多き年でありますようご祈念申し上げます。

平成29年度　中央市民サービスセンター登録サークル一覧� 平成29年12月31日現在

No. サークル名 活動内容 活動日時 使用施設週 曜 活動時間
1 こっとんぼうる パッチワーク 1・3 月   9：00－13：00 洋室2
2 清流 ペン字 2・4 月   9：30－12：30 洋室2
3 秋田コントラクトブリッジ中央会 コントラクトブリッジ 1・2 月 13：00－17：00 洋室2
4 秋田山岳会 登　山 1 月 18：00－21：00 洋室2
5 こまくさ山行会 登　山 2 月 18：00－20：00 洋室2・3

6 あきたAT研究会 自己表現トレーニング 3 月 17：00－21：00 洋室2・34 土 12：00－16：00
7 秋田寿大学 生涯学習 2 水 12：00－16：00 洋室4
8 十人十色 読書会 3 火   9：00－13：00 洋室3
9 写真サークル「さつき」 写　真 1 水 10：00－12：00 洋室2
10 百合絵会 日本画 1・3 火 13：00－16：00 洋室2・3
11 秋田遊歩山岳会 登　山 1 火 19：00－21：00 洋室2
12 ふようの会 手編み 2・4 水   9：00－12：00 洋室2
13 スギッチ絵手紙 絵手紙 2・4 水 12：30－16：30 洋室2
14 びーらぶ秋田 人権学習・DV被害者支援 2 水 17：00－21：00 洋室2
15 千秋会 囲　碁 2 木   9：00－17：00 洋室2・3
16 フォトクラブ風 写　真 1 金   9：00－12：00 洋室2
17 秋田市中央実用書道会 書　道 1・3 金   9：00－12：00 洋室4
18 千秋実務書道研修会 書　道 2・4 金   9：00－12：00 洋室3
19 洋裁サークル 洋　裁 2・4 金 13：00－16：30 洋室2
20 こひつじ会 手編み 1・2 土 10：00－13：00 洋室3
21 秋田きりえサークル 切り絵 2・4 土 10：00－12：00 洋室2
22 きりえ友の会 切り絵 1・3 土 12：30－15：30 洋室2
23 みどり愛好会 園　芸 2 土 13：00－16：00 陶芸工作室1
24 秋田姓氏家系研究会 歴　史 1・3 日 13：00－17：00 洋室2・3
25 あじろ会 籐工芸 1・3 月 10：00－13：00 和室1
26 秋田中央かるたサークル 百人一首 1・3 月 10：00－12：00 和室2
27 ふきのとう 和　裁 1・3 火 12：30－16：30 和室1
28 きもの＆マナー 着付け 1・2 火 18：00－21：00 和室1
29 赤ちゃんサークル 育児サークル 1・3 木 10：00－13：00 音楽室4
30 みやび会 木目込人形 2 木 10：00－12：00 和室1
31 秋田市民踊同好会 民　踊 1・3 木   9：00－12：00 和室1・2
32 中央民踊舞踊会 民　踊 1・3 金 13：00－17：00 和室1
33 蕗の会 和　裁 1・2 金 13：00－17：00 和室2
34 表千家茶道サークル 表千家茶道 1・3 火   9：30－13：30 和室4（茶室）
35 裏千家茶道サークル 裏千家茶道 1・2 金   9：00－13：00 和室4（茶室）
36 手話サークルたんぽぽ 手　話 4 月 10：00－13：00 音楽室3
37 たんぽぽの会 愛唱歌 2・4 月 13：00－16：00 音楽室3
38 アップル会 愛唱歌 1・3 火 13：00－16：00 音楽室2
39 大正琴「心の音会」 大正琴 4 月 13：00－16：00 音楽室2
40 江差追分会秋田中央会支部 江差追分 1・3 月 18：00－21：00 音楽室3
41 大正琴アンサンブルアマリリス 大正琴 4 火 13：00－17：00 音楽室2
42 秋田混声合唱団 合　唱 1・2 火 19：00－21：00 音楽室3
43 天空のオリオン オカリナ 1・3 火 18：00－21：00 音楽室2
44 秋田オカリーナアンサンブル オカリーナ 3・4 火 18：00－21：00 音楽室3
45 コール若草 合　唱 1・2 水   9：00－12：00 音楽室3
46 女声アンサンブル研究会 女性合唱 1・3 水 10：00－13：00 音楽室2
47 コール虹 合　唱 1・3 水 13：00－17：00 音楽室3
48 ACC秋田市民合唱団 合　唱 1・2 水 18：00－21：00 音楽室2
49 コールHiro 合　唱 2・4 水 19：00－21：00 音楽室3
50 NLコール 合　唱 1・3 木 12：00－16：00 音楽室3
51 コールそよかぜ 合　唱 2・4 木 13：00－17：00 音楽室3
52 秋田民謡研究会 民　謡 2・4 木 13：00－17：00 音楽室2
53 大正琴ひまわり 大正琴 2・4 金 10：00－12：00 音楽室2
54 花の街コール 合　唱 1・3 土   9：00－13：00 音楽室3
55 秋田ハーモニカクラブ ハーモニカ 1・3 土 13：00－17：00 音楽室2
56 ドルチェ・マンドリーノ・ディあきた マンドリン 1・3 土 13：00－17：00 音楽室4
57 クラウン歌謡グループ 歌謡曲 2・4 土 13：00－17：00 音楽室2



新サークル紹介 一般活動紹介
秋田寿大学
秋田寿大学 理事長
加賀谷 重孝
　生涯学習の場として、高齢者の健
康・生きがい、学芸、時事問題などを
テーマに講師を招いて月一回（原則第二水曜日）90人前後の学生が出席、勉強会
を実施している。
　また、年2回のスポーツ研修（グラウンドゴルフ）や県内景勝地、旧跡を訪ねる日
帰り研修旅行、施設見学、さらに当大学の特徴の一つである千秋公園本丸周辺の
ボランティア清掃活動を4月から11月にかけて月2回実施するなど、お互いの交流
を深めている。
　昭和29年に発足した「秋田寿会」が前身であり、昭和36年7月、組織を固め「秋田
寿大学」と改称し、学長には歴代秋田市長にご就任いただき、現在に至っている。
　学長のご指導、秋田市教育委員会生涯学習室のご協力をいただき、学生の意
見、要望を聞きながら、学習会のテーマの決定・講師の依頼、施設見学、研修旅行、
ボランティア清掃など全て担当理事はじめ担当役員が協力して、計画、実施してお
り、いわば手作りの大学である。
　前身の「秋田寿会」から数えて今年で64年目を迎え、ますます高齢化の進む中、
長年先輩が築いてきた歴史と伝統を守りながら生涯学習の場として、また交流の
場として、みんなで力を合わせて取り組んでいる。

あきた男厨会
あきた男厨会 会長
福川 武夫
　あきた男厨会は、勉強会会場
を学校給食センターから始まり、
八橋公園の中にあった中央公民館、サンパル（旧ダイエー5F）、文化会館2F、
そして広面の遊学舎と移り、現在ここ秋田市役所3F秋田中央市民サービスセ
ンター“センタース”に落ち着きました。
　一時は会場を間違えたりして幹事が慌てたこともありました。
　当会は、30周年を迎え10月28日記念パーティーをセンタースで開催いたし
ました。講師の先生、近県の男厨会の同志、OB・OG、およびご賛同を頂いて
いる方々100名の参加を得て盛大に挙行できました。
　この日の為　“全て自前の料理でおもてなし”　をテーマにのぞみました。
　調理室、会場、控え室全て1つのフロアーでそろい、使い勝手の良いすばら
しい施設を十分に活用させていただきました。またセンターススタッフの方々
にも多大なご協力をいただきました。
　手前味噌ですが、料理も大変好評でした。
　これからも男子厨房に入ろう会の趣旨を広めて行きたいと考えております。
　原則的に毎月第4日曜日午後2時よりセンタースで勉強会を開いております
のでお気軽に覗いてみて下さい。歓迎いたします。

興味のある方は、サークル開催日に会場へお越し下さい。

No. サークル名 活動内容 活動日時 使用施設週 曜 活動時間
58 民謡サークル　中央公民館 民　謡 2・4 土 13：00－16：00 音楽室3
59 秋田民謡一真会 民　謡 2・4 土 18：00－21：00 音楽室2
60 筧水会 民　謡 2・4 金 10：00－12：00 音楽室3
61 NPブラスオルケスタ 吹奏楽 1・3 日 18：00－21：00 音楽室3
62 ひまわりサークル 社交ダンス 2・4 月 10：00－12：00 音楽室4
63 ベルの会 バレトン・ストレッチ 1・3 月   9：00－12：00 音楽室4
64 秋田市フォークダンス協会 フォークダンス 1・3 月 18：00－21：00 音楽室4
65 まどかサークル フォークダンス 1・3 火   9：00－13：00 多目的ホール
66 元気イキイキ3B体操 3B体操 2・4 火 10：00－13：00 音楽室4
67 中央スポーツクラブ 社交ダンス 1・3 火 13：00－15：00 多目的ホール
68 リラの集い 社交ダンス 1・3 火 17：00－21：00 音楽室4
69 ルピナス 社交ダンス 2・4 火 17：00－21：00 多目的ホール
70 白樺社交ダンスサークル 社交ダンス 2・4 水   9：00－12：00 多目的ホール
71 イーストワン 社交ダンス 1・3 水 13：00－16：00 多目的ホール
72 ナイト・ヨガ ヨ　ガ 2・4 水 18：00－20：00 音楽室4
73 チャーミング フォークダンス 1・3 木   9：00－13：00 多目的ホール
74 さわやか体操 リズム体操 2・4 木   9：00－12：00 多目的ホール
75 ヤクシーフォークダンスサークル フォークダンス 1・3 木 13：00－16：00 多目的ホール
76 秋田笑いヨガ 笑いヨガ 2 木 12：00－16：00 音楽室4
77 和楽 社交ダンス 2・4 金   9：00－12：00 音楽室4
78 葡萄の会 社交ダンス 1・3 金 10：00－12：00 多目的ホール
79 ブルージェイ 社交ダンス 1・3 金 13：00－17：00 多目的ホール
80 ルネポート20 社交ダンス 2・4 日 13：00－16：00 多目的ホール
81 ミノアカ・レディス フラダンス 1・3 金 13：00－17：00 音楽室4
82 東南北会　西馬音内盆踊り 西馬音内盆踊り 1・3 金 18：00－21：00 多目的ホール
83 ダンスで余暇を楽しむ会 社交ダンス 1・3 土   9：00－13：00 音楽室4
84 秋田スポーツ吹矢クラブ 吹　矢 2・4 月 13：00－17：00 多目的ホール
85 すこやか3B体操 3B体操 1・3 火 10：00－13：00 音楽室4
86 貯筋たいそう 中高年向け健康づくり・体操、筋トレ、ストレッチ 2・4 木 10：00－12：00 音楽室4
87 ザ・マスカット 卓　球 2・4 火   9：00－13：00 多目的ホール
88 Aloha Luana フラダンス 1・3 火 19：00－21：00 多目的ホール
89 太極拳　江春 太極拳 1・3 水   9：00－12：00 多目的ホール
90 日中友好協会太極拳秋田友の会 太極拳 2・4 木   9：00－12：00 洋室4
91 ばっけ卓球クラブ 卓　球 1・3 木 18：00－21：00 多目的ホール
92 忍会 空手道 2・4 金 19：00－21：00 多目的ホール
93 ナデシコ ミニテニス 2・4 金 12：00－15：00 多目的ホール
94 ほっと ミニテニス 2・4 月 10：00－13：00 多目的ホール
95 はなみずき ミニテニス 1・3 月 12：00－15：00 多目的ホール
96 ジャスミンクッキングサークル 料　理 1 火   9：00－13：00 調理室
97 むつみ会 料　理 3 火 10：00－14：00 調理室
98 チュイール 料　理 2 水   9：30－13：30 調理室
99 銀あんの会 料　理 2 土   9：00－13：00 調理室
100 木彫り「くるみの会」 木　彫 2・4 月   9：00－13：00 陶芸工作室1

101 陶友会 陶　芸
1・3 月

10：00－14：00 陶芸工作室22・4 水
1・3 金

102 仏像彫刻サークル 仏像彫刻 2・4 金 13：00－16：00 陶芸工作室1
103 面づくり同好会 能面彫刻 1・3 土   9：00－12：00 陶芸工作室2



ステージ発表 ステージ発表 ステージ発表 ステージ発表

ステージ発表 ステージ発表 ステージ発表（川尻小吹奏楽） ステージ発表（土崎港ばやし）

作品展示 作品展示

ダンスパーティー

まつり実行委員会

作品展示

食堂コーナー

作品展示 チャリティーバザー

野菜市

第2回センタースまつり

センタースまつり実行委員会
　去る10月14日（土）、15日（日）の2日間、第2回センタースまつりが開催されました。
　センタースで活動されているサーク団体会員による彫刻、きりえ、写真、和・洋裁、陶芸、盆栽など18団体の作品展示や、喫茶コー
ナー、お茶会、生涯学習相談会、野菜市などのほか、初日には多目的ホールでのチャリティーバザーには開始前から長蛇の列ができ、
盛況ぶりをみせ、午後からは川尻小学校吹奏楽部や、土崎港ばやしの演奏、ダンスパーティーなどが盛大に行われました。二日目
は18のサークル団体の芸能ステージ発表が行われ、2日間で延べ1400人余りの市民の方からご来場いただきました。
　今後、より一層充実させ、ご満足いただけるものにしたいと思っております。

10月14日（土）・15日（日）

作品展示

作品展示

喫茶コーナー



　今年度の中央地域づくり協議会自主事業のひとつ、写真でふり返る秋田の町並み「昭
和の秋田　写真展」が市役所1階市民ホールで12月4日（月）～9日（土）の6日間開
催されました。
　昭和時代の秋田市の風景を秋田市中通の岩田写真館さんが撮影した写真120点を展
示し、昔の秋田市役所や秋田駅周辺、中心部の町並みなど、どれも懐かしい写真ばか
りで、開催期間中の来場者は2千人余りと、大好評でした。
　開催初日にはセンタース洋室にて「秋田の懐かしい写真で語る会」も開催され、参加者
へ昔の秋田の写真からの場所当てクイズや、当時の思い出を語ってもらったほか、今後、
古い秋田の建物を残して町づくりの活性化をはかりたいなどの活発な意見も出されました。
　なお、開催期間中は昔の懐かしい資料などの油谷コレクション展も同時開催されました。

中央地域づくり協議会 副会長　佐々木 政昭
　平成29年10月18日、福島市内28地区の自治振興協議会会
長一行32名が地域の課題解決に関する取り組みなどについて情
報交換を行うため視察に来られ、中央地域づくり協議会からは
会長、副会長2名、事務局長が出席し活発に意見を交しました。
　地域の課題解決に関する取り組みは、今全国で取り組みが進
んでいる都市内地域分権のなかの一要素であり、平成30年4月

に中核都市に移行する福島市は秋田市に比べ都市内地域分権がかなり先行してお
り、今後まちづくりを進めていく上で大変参考になりました。
　福島市は昭和22年から32年の合併により急速に市域が拡大したために陳情書・要望書等の文書では各地区の実情を行政
に対して正確に届けられない状況になり、昭和32年に地区の町内会を中心として地区各種団体・機関の代表者等により自
主的に組織された自治振興協議会で最初の懇談会が開催され以降、現在に至るまで地域公聴制度としての役割を担っている
との事です。
　秋田市では平成18年に住民自治の充実を目指し、市民協働・都市内地域分権を推進していく考えが示されました。
　平成28年その基盤ともいうべき市内7地域の市民サービスセンター機能が全て稼働し、今後進展していくと期待されています。
　なぜ秋田市で都市内地域分権を進めなければならないのか、それにより私たちの暮らしはどう変わるのか、簡単にご説明
します。
　まず行政（市）の事情として地方分権の進展・厳しい財政状況・市職員の縮減・市町合併による市域拡大への対応等があ
ります。
　同時に地域の事情としては地縁団体の変化や市民活動の活発化等といったいわゆる市民意識の変化があります。
　都市内地域分権を進めると①市民主体のまちづくりにより地区の個性化が期待できます。②コミュニティの活性化が期待
できます。③地区に適したサービスを効果的に実施できます。④地区課題がより迅速に解決できます。
　ご理解いただけたでしょうか。まさに世の中の社会構造が変化しており、私たちはそれに対応していかなければならない
ですね。住民自治の充実を実現するために中央市民サービスセンター（愛称名 センタース）を是非有効にご利用ください。

福島市自治振興協議会連合会会員一行がセンタースを視察訪問に来られました!

昭和の秋田 写真展自主事業



ご利用案内

施設の概要

　当協議会の藤田　勝理事（旭北地区町内会連合会会長・秋田市竿燈会最高顧問）は、竿
燈まつりの竿燈妙技会の囃子（はやし）方部門や町内ごとの飾りちょうちんを導入、国外にも
積極的に竿燈を出竿し竿燈の国際的評価を高めた功績により平成29年度の秋田市文化章に選
ばれ、11月1日に表彰されました。おめでとうございます。

中央地域づくり協議会
〒010-8560 秋田市山王一丁目1番1号（市役所3階）
TEL 888-5644　FAX 888-5645
ホームページ　http://centers.ec-net.jp/

八橋球技場

至臨海十字路

至土崎

山王大通り

市役所

●
裁判所

秋田中央郵便局●

●　
秋田県庁

け
や
き
通
り 山

王
十
字
路

至
秋
田
駅

藤田理事 秋田市文化章表彰

◎ご利用料金
・部屋の利用料は、営利目的でない場合は無料です。
・�営利目的や、間接的営利目的の場合は、次のとお
り有料になります。
※�営利・非営利は施設利用受付にて判断させていただ
きます。

� （１時間あたり）
多目的ホール 2,050円
和室 1室　200円
洋室（※洋室4を除く） 1室　200円
洋室4 1,230円
音楽室 410円
調理室 410円
陶芸工作室 410円
・�次の設備を利用する際は、営利・非営利問わず
設備料金が必要となります。

� （１時間あたり）
多目的ホール 照明器具� ５０円
調理室 調理器具� １５０円
陶芸工作室 陶芸窯� ２５０円

　文化活動やスポーツ施設、住民自治活動など、幅広くご利用
できます。
　ご利用の希望する日の前月１日から予約をお受けいたします。

　窓口での申し込み、また
は秋田市公共施設案内・予
約システムからも申し込み
できます。（予約システム
からの申し込みは窓口での
登録が必要です。）

　多目的ホールは437平方メートルで、バトミントン・卓球・
ミニテニスなどのコートを確保し、ステージもあり、講演会
やダンス、音楽・芸能発表会など幅広い活用ができます。
　また、旧庁舎にあったけやきの木を柱にした本格的な茶
室と、3部屋で合計51畳の通し間として使える和室や、陶
芸窯（かま）のある陶芸工作室、IH調理台5台を備えた調
理室、防音仕様の音楽室が4室あり、音楽室では歌や楽
器演奏、ダンスなどを楽しめ、さらに会議や研修などとし
て利用できる大小6つの洋室もあります。

■開館時間
９：００～２１：００（年末・年始を除く）
■ご利用申し込みは
中央地域づくり協議会� ＴＥＬ ０１８－８８８－５６４４

センタース施設利用状況（平成29年1月～平成29年12月）

利用者総数
97,173人
（9,239団体）

内　訳
多目的ホール 18,240人（1,096団体）
和室（4室） 27,793人（2,129団体）
洋室（4室） 23,089人（2,541団体）
音楽室（4室） 24,193人（2,795団体）
調理室 2,493人（462団体）
陶芸工作室（2室） 1,365人（216団体）

役　　職 氏　　名 役　　職 氏　　名
事務局長 藤　田　和　己 非常勤（夜勤） 淀　川　　　登
事務職員 小　山　彩　子 非常勤（夜勤） 北　野　博　人
事務職員 蓬　田　　　萌 非常勤（夜勤） 熊　倉　繁　征
非常勤（日勤） 堀　井　鈴　子 非常勤（夜勤） 宮　田　　　誠
非常勤（日勤） 畠　山　郁　子

施設利用窓口

中央地域づくり協議会職員

事務局長
藤田 和己


